高校での宿題における学習過程が大学での課題の学習に与える影響 : 動機づけに注目した検討 by 鍋田 智広













































































（Eccles & Wigfield, 2002）。すなわち、達成が期待できない学習に対しては、価値は低く
認識され、達成が期待できる学習に対しては、価値は高く認識される。このことについては、
近年宿題の動機づけを検討した複数の研究で一致する結果が示されている（Trautwein et 
al., 2006; Xu, 2017）。宿題を検討する上で重要な学習の動機づけの特徴のふたつめは、科
目に固有である点である。既に多くの学習の動機づけを検討した研究で動機づけは科目に固



























づけは文化による影響を強く受けることが知られているものの（Eccles, 2009; Markus & 
Kitayama, 2010）、日本には宿題の動機づけを検討した研究はほとんど存在しない。これ
までに、横断的に検討した場合には動機づけは科目に固有であることが示されている（e.g, 




















































果、宿題への集中については、国語（α = .77）、英語（α = .82）、数学（α = .78）、心理
学（α = .74）、レポート課題（α = .85）。遂行の遵守については、国語（α = .78）、英語 （α 
= .69）、数学（α = .75）、心理学（α = .48）、レポート課題（α = .53）であった。高校
の３科目については、高校でのことを振り返って回答するように指示した。
　宿題への期待と価値の質問項目　宿題への期待と価値に関わる質問項目を著者が作成し
















語（α = .72）、英語（α = .83）、数学（α = .82）、心理学（α = .72）、レポート課題（α 
= .80）。宿題達成の価値については、国語（α = .80）、英語（α = .88）、数学（α = .87）、
















期待 価値 期待 価値 期待 価値
国語 期待 .57** .41** .53** .44**
価値 .49** .70** .34** .57**
英語 期待 .49** .47**
価値 .32** .66**
心理学 期待 .08 .10
価値 .27* .51**
*p < .05  ** p < .01





Table 2　高校の各科目の宿題への取り組みと動機づけの平均 (M)と標準誤差 (SE)および分
散分析の結果
国語 英語 数学
M SE M SE M SE F p
取り組み
集中 2.73 .07 2.73 .07 2.75 .07 .10 n.s.
遂行 2.61 .04 2.84 .07 2.82 .07 6.93 <.001
動機づけ
期待 3.11 .06 3.01 .07 2.84 0.8 7.62 <.001
価値 3.30 .06 3.42 .06 3.34 .07 2.70 <.10
　高校の３科目については、宿題への取り組みの遂行の遵守に有意差が認められた [F(2, 
176) = 6.93, p < .001]。多重比較を行った結果、英語は国語よりも高く [t(88) = 3.71, p < 
.01]、数学は国語よりも高かった [t(88) = 2.98, p < .01]。動機づけについては、宿題への
期待に有意差が認められた[F(2, 176) = 7.62, p < .001]。多重比較を行った結果、国語は数
学よりも高かった [t(88) = 3.80, p < .01]。宿題への価値については有意傾向が認められた
[F(2, 176） = 2.70, p < .10]。多重比較の結果、英語は国語よりも高かった[t(88) = 2.67, p 
< .01]。
Table 3　大学の各課題への取り組みと動機づけの平均 (M)と標準誤差 (SE)および分散分析
の結果
心理学 レポート課題
M SE M SE F p
取り組み
集中 3.46 .06 3.01 .08 31.27 <.001
遂行 3.49 .05 3.49 .06 .01 n.s.
動機づけ
期待 3.63 .05 2.81 .09 75.23 <.001





= 5.59, p < .001]。すなわち、心理学はレポート課題よりも高かった。動機づけについては、
宿題への期待に有意差が認められた[t(88) = 8.67, p < .001]。すなわち、心理学の宿題への
























集中 遵守 集中 遵守 集中 遵守
期待 .35** .21* .45** .42** .39** .53**
価値 .32** .20 .28* .20* .42** .12
交互作用 .17* .15+ .27**
決定係数 .37** .12** .43** .33** .46** .37**
step1→2 .03* .00 .02+ .06** .01
+<.10 *<.05 **<.01











中が高くなった（β = .53, p < .01）。
また、宿題の価値の低い場合には、宿
題の期待の主効果は認められなかった













= .60, p < .01）。また、宿題の価値の
低い場合には、宿題の期待の効果は有
意傾向であった。すなわち、宿題の期






























































宿題の価値が高い場合には宿題の期待の主効果は有意でなかった（β = -.04, n.s.）。宿題の
価値が低い場合には、宿題の期待が高いほど遂行の遵守が高くなった（β = .32, p < .05）。
Table 5　大学の課題ごとの取り組みと動機づけの階層的重回帰分析の結果
心理学 レポート
集中 遵守 集中 遵守
期待 .23+ .14 .35** .15
価値 .35** .25** .40** .46**
交互作用 .-22* .26+
決定係数 .27** .24** .39** .31**































































































































心理学 レポート 心理学 レポート 心理学 レポート
高校での取り組み
国語 -.18 .14 -.27 -.08 -.12 .02
英語 .51** .36* .07 .19 .07 .03
数学 .14 .04 .01 -.18 .00 .00
高校での動機
期待
国語 .24* -.04 .32* .32* .18+ -.11
英語 -.17 -.14 .07 -.13 .00 .00
数学 -.31* .19 .00 .34* -.02 .17
価値
国語 .17 .20 .15 .17 .33* .32*
英語 -.07 .13 .06 .17 .23+ .24
数学 .23 -.12 -.05 -.21 .08 -.02
決定係数 .34** .38** .16+ .29** .42** .31**
+<.10 *<.05 **<.01
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ABSTRACT
　Recent studies using high school students showed that the motivation of homework 
predict the effort of homework. While the studies suggested that the students’ 
motivation and effort of homework are domain-specific, the studies examined 
exclusively the subjects in high school. Thus, it is unclear whether the motivation and 
effort of homework in high school predicts those of tasks in university. In the present 
study, eighty nine university students recollected and rated their motivation and effort 
of homework in high school. Furthermore, the participants rated their motivation 
and effort of tasks in university. The results showed that the students’ effort and 
motivation of the tasks in university can be predicted with the effort and motivation 
of homework in high school. The present study suggests that previous motivation and 
effort of homework in high school possibly relate with the students’ motivation and 
effort of tasks in university. (145 words)
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